
福
祉
医
療
費
助
成
の
拡
大
（
3
0
0
万
円
）

　
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
助
成
対
象
範
囲
を
拡
大
し
、

高
校
生
等
の
入
院
医
療
費
の
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

学
童
保
育
所
の
増
設
（
9,
0
6
2
万
9
千
円
）

　
増
加
す
る
学
童
保
育
所
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
必
佐
地
区
学
童
保
育
所
「
太
陽
の
子
」
を
増
設

し
ま
す
。

奨
学
金
の
返
還
支
援
（
60
万
円
）

　
奨
学
金
の
貸
付
を
受
け
、
卒
業
後
も
町
内
に
居
住
し

て
就
職
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
奨
学
金
の
返
還
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
助
成

（
55
万
円
）

　

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
で
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を

利
用
す
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
、
利
用
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

収
入
保
険
加
入
へ
の
助
成
（
45
万
円
）

　
農
業
収
入
に
お
い
て
、
自
然
災
害
や
価
格
下
落
に
対

応
し
た
農
業
経
営
収
入
保
険
へ
の
加
入
促
進
の
た
め
、

保
険
料
の
一
部
を
町
が
助
成
し
ま
す
。

農
業
用
河
川
工
作
物
の
応
急
対
策
工
事

（
7,
5
1
0
万
千
円
）

　
農
業
水
利
施
設
の
保
全
の
た
め
作
成
し
た
事
業
計
画

等
に
基
づ
き
、
別
所
地
区
の
農
業
用
水
用
転
倒
堰せ

き

整
備

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
（
2,
7
8
8
万
5
千
円
）

　
農
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
、
農
地
集
積
を
図
り
つ

つ
耕
作
条
件
改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
農
道
の
改
修
工

事
等
を
実
施
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化

（
6
7
7
万
8
千
円
）

　
地
域
経
済
の
活
性
化
お
よ
び
地
元
雇
用
の
確
保
の
た

め
、
企
業
誘
致
に
よ
り
町
内
へ
工
場
等
を
新
規
に
立
地

し
、
町
内
住
民
を
雇
用
し
た
企
業
へ
の
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
、
空
家
・
空
店
舗
等
を
活
用
し
て
事
業

を
行
う
者
へ
の
補
助
や
、
商
店
等
の
事
業
承
継
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

日
野
祭
の
曳ひ

き

山や
ま

修
理
や
祭
の
保
存
継
承
へ
の
補
助

（
6
6
9
万
6
千
円
）

　
滋
賀
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
、
日
野
祭
の
村
井
本

町
の
曳
山
修
理
に
対
す
る
補
助
を
し
ま
す
。
ま
た
、

曳
山
以
外
に
も
、
お
囃は

や

子し

の
楽
器
や
山
倉
の
修
理
な

ど
、
日
野
祭
の
保
存
継
承
を
目
的
と
し
た
補
助
を
実

施
し
ま
す
。

出
産
や
子
育
て
を
応
援
し
ま
す

（
8
2
9
万
6
千
円
）

　

出
産
・
子
育
て
の
伴
走
型

相
談
支
援
事
業
と
し
て
、
妊

娠
８
か
月
時
の
希
望
者
等
へ

の
面
談
や
、
出
産
応
援
給
付

金
お
よ
び
子
育
て
応
援
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

３
歳
半
健
診
で
屈
折
検
査
を
導
入

（
1
4
7
万
8
千
円
）

　
３
歳
半
健
診
で
実
施
す
る
視
力
検
査
に
屈
折
検
査
を

導
入
し
、
よ
り
正
確
な
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
会
館
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
の
設
備
の

長
寿
命
化
工
事
（
1,
1
9
1
万
7
千
円
）

　
町
民
会
館
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
の
舞
台
装
置
の
改
修

工
事
や
、
玄
関
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
お
よ
び
駐
車
場
区
画

線
の
修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

政
策
の
柱

１
．
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く
り

◆
子
育
て
に
や
さ
し
い
風
土
づ
く
り

◆
生
涯
に
わ
た
る
学
び
と
活
躍
の
推
進

２
．�

暮
ら
し
を
支
え
る

し
ご
と
づ
く
り

◆
生
活
の
基
盤
と
な
る
町
内
産
業
の
持
続
発
展

◆
ま
ち
の
魅
力
を
活
か
し
た
賑に

ぎ

わ
い
の
創
出
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障
害
者
総
合
支
援
事
業

（
7
億
7,
9
7
5
万
6
千
円
）

　
事
業
所
へ
の
通
所
や
入
所
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
等
、
障

が
い
の
あ
る
方
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
あ
っ
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
で
の
生
活
の
自
立
と

安
定
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
運
営
経
費

（
3
億
7,
0
4
9
万
4
千
円
）

　
介
護
保
険
の
運
営
の
た
め
、
保
険
給
付
費
、
地
域
支

援
事
業
費
、
そ
の
他
介
護
保
険
事
業
の
実
施
に
必
要
な

費
用
の
繰
り
出
し
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
（
1,
1
4
4
万
3
千
円
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

必
要
な
経
費
を
支
出
し
ま
す
。

環
境
基
本
計
画
の
策
定
（
6
1
2
万
円
）

　
二
酸
化
炭
素
削
減
、
循
環
型
社
会
の
推
進
、
環
境
保

全
を
図
る
た
め
、
指
針
と
な
る
環
境
基
本
計
画
の
策
定

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

中
部
清
掃
組
合
負
担
金
（
2
億
2,
3
0
1
万
千
円
）

　
ゴ
ミ
処
理
施
設
や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運

営
さ
れ
る
日
野
清
掃
セ
ン
タ
ー
や
能
登
川
清
掃
セ
ン

タ
ー
を
管
理
す
る
中
部
清
掃
組
合
に
対
し
て
負
担
金
を

支
出
し
ま
す
。

通
学
路
の
緊
急
対
策
（
4,
1
5
0
万
円
）

　
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
必
佐
小
学
校
前
の
歩

道
（
町
道
小
御
門
十
禅
師
線
）
の
新
設
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

大
谷
公
園
体
育
館
の

長
寿
命
化
工
事
（
1
億
2,
2
8
6
万
円
）

　
大
谷
公
園
体
育
館
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
体
育
館
の

屋
根
と
照
明
器
具
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業（
防
災・安
全
）

（
1
億
2,
0
8
0
万
円
）

　
快
適
・
安
全
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
町
道

西
大
路
鎌
掛
線
道
路
改
良
整
備
や
、
町
道
石
原
鳥
居
平

線
の
舗
装
修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

防
災
活
動
事
業
（
1,
3
9
5
万
9
千
円
）

　
災
害
用
備
蓄
品
の
整
備
や
防
災

知
識
の
普
及
・
啓
発
活
動
、
自
治

会
等
の
防
災
活
動
に
対
す
る
支
援

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政

無
線
、
防
災
ア
プ
リ
や
防
災
戸
別

受
信
機
を
活
用
し
、
防
災
情
報
の

確
実
な
伝
達
を
図
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金

（
地
方
創
生
推
進
タ
イ
プ
）

（
1
億
1,
2
2
3
万
8
千
円
）

　
「
わ
た
む
き
自
動
車
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
、
オ
ン
デ
マ
ン

ド
交
通
を
活
用
し
た
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
体
系
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
滋
賀
県
等
と

広
域
で
連
携
し
、
滋
賀
な
ら
で
は

の
観
光
推
進
事
業
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

地
方
創
生
人
材
育
成
伴
走
型
支
援
事
業

（
1
0
0
万
円
）

　
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
滋
賀
県
立
大
学
お
よ
び
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
結
び
、
地
域
学
習
に
取

り
組
む
学
生
と
町
職
員
と
の
協
働
実
習
を
実
施
し
ま

す
。

近
江
鉄
道
存
続
の
た
め
の
負
担
金

（
2,
3
5
4
万
3
千
円
）

　
通
勤
・
通
学
に
不
可
欠
な
地
域
で
唯
一
の
駅
が
あ
る

近
江
鉄
道
の
存
続
の
た
め
、
鉄
道
の
活
性
化
、
運
行
の

安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
な
負
担
金
を
支
出
し
ま
す
。

３
．�

安
心
、
助
け
合
い
の

く
ら
し
づ
く
り

◆�

健
や
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
共

生
社
会
の
形
成

◆
人
と
豊
か
な
自
然
と
の
共
生

４
．�

住
み
た
く
な
る
都
市

基
盤
づ
く
り

◆
災
害
や
危
機
へ
の
備
え
の
強
化

◆
居
心
地
の
い
い
都
市
環
境
の
整
備

５
．�

み
ん
な
で
は
ぐ
く
む

地
域
づ
く
り

◆
住
民
が
主
人
公
の
地
域
形
成

◆�

時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

行
財
政
運
営
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